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１ 背景・目的 

土木構造物の安全性や耐久性の確保、文化

的価値の高まりをうけ、歴史的・文化的価値

を継承したインフラの保全が必要とされてい

る。土木遺産の保全の方向性を検討する一つ

の手段として、データベースの活用があげら

れる。土木遺産に関するデータベースとして

は、これまでに土木遺産の主要な認定とされ

ている土木学会近代土木遺産、国重要文化財、

国登録有形文化財を含めたものが構築されて

いる 1)。これまでこの 3種類の認定をまとめ

て土木遺産の評価傾向について検討されたも

のは見られない。しかし、データベースが構

築されたことにより、評価傾向を明らかにす

ることが可能だと考えられる。 

そこで本研究では、データベースを活用し

た分析の一例として、国内における土木遺産

を収録したデータベースから東京都における

歴史的橋梁を対象として、歴史的価値の評価

傾向を考察した。このデータベースに収録さ

れている土木遺産の総数は 3,481 件である。

構造物の種類で見ると、橋梁の数は 1,293件

であり橋梁だけで全体の約 40%となり、土木

遺産の中でも橋梁が大きな割合を占めている

といえる(図 1)。また、東京都における土木

遺産は 189件であり、都道府県別に見ても最

多となっている。東京都の 189件の構造物う

ち橋梁が 94件と約 50%を占めている(図 2)。

土木遺産では地域別にみると東京都、構造物

別にみると橋梁が大きな割合を占めているこ

とから、データベースを活用した分析の対象

として、本研究では東京都の橋梁に着目した。 

 

２ 調査方法 

データベースから東京都における橋梁の土

木遺産をリストアップする。東京都の土木遺

産として登録されている橋梁 94 件のうち、
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図 1 データベースにおける土木遺産の割合 

図 2 東京都における土木遺産の割合 

図 3 東京都における土木遺産(橋梁)の分布 
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約 8割を占める 72件が 23区に集中している

ことから、ここではさらに 23 区の橋梁を調

査対象とした(図 3)。 

23 区の橋梁をデータベースに登録されて

いる評価項目ごとに差異を分析することによ

り、評価の傾向を考察する。評価項目は技術

評価、意匠評価、系譜評価の 3項目に大別さ

れ、さらにそれぞれ細分化した項目に分類さ

れる(表 1)。これらの項目ごとに該当する土

木遺産を把握し、その土木遺産の地域や年代、

構造などから傾向を確認する。地域による考

察にあたり、登録されている土木遺産の竣工

年代が最多の昭和戦前期の行政区分に従い、

23区を都心、山の手、下町、郊外といった 4

地域に区分して扱った(表 2)。 

 

３ 調査結果および考察 

 データベースに登録されている 23 区の土

木遺産 72件の分布は、都心が 32件で約 40%

と大きな割合を占め、範囲の広い郊外が 22

件で約 30%、下町は 15件で 20%、山の手が

最小の 3件で 4%となっている(図 4)。 

3-1 技術評価 

技術評価の項目ごとに土木遺産の該当数を

求めた。典型性は該当数が 1件のみであるた

め考察の対象としない(図 5)。 

① a年代の早さ（21件） 

該当する土木遺産は 21 件あり都市が最多

の 9件、下町で 6件、山の手が 1件となった。 

都心部の該当する土木遺産をみると、9 件

のうちアーチ橋が 6件と割合が多く、このう

ち大正のものが 4件となっている。大正期に

アーチ橋が増えたことで、評価されている構

造物も多くなったと推測される。次に該当数

が多い下町地域の構造物を見ると、初の本格

的ランガー橋や日本初のスパン100㎥超の橋

で現存最古のタイドアーチなど、国内で初や

現存最古といったものが集中している。 

② b規模の大きさ（13件） 

該当する土木遺産は 13 件あり下町が最多

の 5件、都心は 4件、山の手は該当する構造

物はなかった。 

都心では 4 件のうち 3 件は鉄道用であり、

鉄道用橋梁の規模が評価されている。下町で

は 5 件中 4 件が隅田川にかかる橋梁であり、

残りの 1件は鉄道を墨田川橋梁と結ぶ御茶ノ

水・両国間高架橋でありこれは墨田川橋梁と

同年の昭和 7年に竣工している。下町では隅

表 1 評価項目と該当例 

表2 昭和戦前期における23区の地域区分け 

図 4 23区における土木遺産(橋梁)の分布 
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田川の震災復興事業に関わる橋梁が規模の大

きさとして多く評価されていると考えられる。 

③ c技術の高さ（6件） 

技術の高さに該当する土木遺産は 6件あり

都心、山の手、下町でそれぞれ 1件、郊外が

3件となった。ここでの技術の高さの定義は、

特殊な工法や技術に特筆されていることであ

り、一般的な技術の高さを表す構造物のスパ

ンや構造は別の評価項目に該当している。従

って技術の高さとして該当する構造物が少な

い結果になったと考えられる。 

④ ｄ珍しさ（26件） 

該当する土木遺産は 26 件ありその分布は

都心 8件、山手 2件、下町７件、郊外 9件と

なった。珍しさの該当件数は多いが特徴的な

傾向は見られなかった。 

3-2 意匠評価 

意匠評価の項目ごとに土木遺産の該当数を

求めた(図 6)。 

① a様式との関わり(8件） 

 該当する土木遺産の数は 8 件あり都心に 6

件、山の手と下町にそれぞれ 1 件となった。

年代別にみると明治のものが 4件と半数を占

めている。この 4件の地域はすべて都心に該

当する。これらの土木遺産ではネオ・ルネサ

ンス様式などが取り入れられていることから、

明治時代における西洋文化の導入が都心部を

中心に土木遺産にも影響を与えていたことが

推測される。 

② bデザイン上特筆すべき項目（29件） 

デザイン上特筆すべき項目の該当数は 29

件であり、全評価項目のうち最多の該当数と

なった。土木遺産の評価においてデザインは

主要な評価項目と考えられる。該当する土木

遺産の分布は都心 14件、山の手 2件、下町 7

件、郊外 6件となった。年代別にみると明治

のものが 7件であり、このうち 6件は都心に

該当している。都心では古くからデザインに

特徴を持たせていたことが考えられる。昭和

のものは 18件あるが 6件が都心、7件が下町

となっている。下町地域の 7件はすべて昭和

2~7 年に竣工された隅田川にかかる橋であり、

この時期に集中的に建設された橋梁の多くで

デザインが評価されている。 

 構造種別にみるとアーチ橋が 15 件と最多

であった。このうち明治のアーチ橋は石アー

チが 2件、煉瓦アーチが 1件である。これに

対して、大正と昭和のアーチ橋では石や煉瓦

はなく RC アーチが 2 件、鋼アーチが 10 件

となっている。形式の変化によりデザインに

ついても表現が多様化したことが推測される。 

③ c周辺環境との調和(5件) 

 該当する土木遺産は下町に 2件、都心、山

の手、郊外にそれぞれ 1件となり、特徴的な

傾向は見られなかった。 

図 5 技術評価の調査結果 

図 6 意匠評価の調査結果 
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④ d 設計当初のデザインに対する意識の高

さ(6件) 

該当する 6件のうち 4件が都心、残り 2件

は郊外という分布になった。都心の 4件はす

べて鉄道橋であり、御茶ノ水・両国間高架橋

の丈の高い連続アーチに合わせたデザインと

される松住町架道橋(写真 1)のように、都心

部の鉄道橋では設計当初からスパン割やデザ

インを意識的に揃えていたことが推測される。 

ここでは設計当時のデザイン意識について

特筆されているものが該当するため、デザイ

ン上特筆すべき項目に該当している土木遺産

であっても設計当時については該当しないも

のがあるため、該当数は少なくなっている。 

3-3 系譜評価 

系譜評価の項目ごとに土木遺産の該当数を

求めた。系譜評価では土木事業の一環として

の位置づけと地元での愛着に該当するものが

それぞれ 1件、故事来歴と保存状態に該当す

るものはないためこれらの評価項目は考察の

対象としない(図 7)。 

① a地域性（24件） 

 該当する土木遺産は都心部 11 件、下町 6

件、郊外 7 件の 24 件であり山の手では該当

するものはなかった。地域性はさらに細かい

評価項目に分類されるが、この 24 件はすべ

て人脈・技術者に該当するものであり、その

ほかの地域性に該当するものはなかった。 

 

４ まとめと今後の課題 

評価傾向を考察した結果、明確ではないも

のの、各評価項目において傾向を確認するこ

とができた。しかし、全体的に見ると土木遺

産に該当する橋梁の分布の傾向と同じく、登

録されている件数に応じて評価項目に該当す

る件数も多くなり、ひとつの土木遺産で複数

の評価項目に該当する場合があるにもかかわ

らず橋梁の土木遺産の件数と評価項目の該当

数の割合にほとんど変化は見られなかった。 

技術評価では年代の速さや珍しさ、意匠評

価ではデザイン上特筆すべき項目、系譜評価

では地域性がそれぞれ 20 件を超える該当数

があり、橋梁の土木遺産評価では重要な評価

項目になっていることが考えられる。 

 今後の課題としては、本研究で対象とした東

京23区以外の地域を含めた場合や、橋梁以外の

土木遺産を含めた場合での考察をすることで、

より具体的に評価の傾向を把握する必要があ

る。また、本研究では地域や年代、構造といっ

た視点からの考察を中心に取り扱っているた

め、そのほかにも違う切り口からの考察を行い、

評価傾向を分析する必要がある。 
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図 7 系譜評価の調査結果 
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